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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1 2

■２.環境 □６.景観 4 5

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 8

■４.コスト縮減・生産性の向上 ■８.リサイクル 番号：

□1.省人化 ■5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 5 6
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 ■10.省資源・省エネルギー 8 9
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 10 11

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 ■12.リサイクル性向上 番号： 12

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　■2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 2
2.工程 ■1.短縮（17.0％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.短縮（17％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社
ｼｮｰﾎﾞﾝﾄﾞ建設株式会社

販売会社 協会名

会社名： 住所：名古屋市熱田区西野町2丁目70番地

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：名古屋市熱田区西野町2丁目70番地

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

１）何について何をする技術なのか？
荷重支持型の鋼製伸縮装置の製品高を低減することによって、舗装厚内（ｔ＝70ｍｍ）で収ま
る施工を可能にした。従来に比べ、既設床版内の鉄筋を傷つけることなく設置が可能。はつり
作業時間を短縮する副次的効果も期待できる。（交通規制の開放時間短縮、はつり騒音発生時
間の短縮、打設コンクリート量の削減など環境負荷軽減）
２）従来はどのような技術で対応していたのか？
耐久性の高い鋼製伸縮装置を設置するには、はつり深さが100ｍｍ以上必要であった。（自社従
来品、他社同等品）
３）公共工事のどこに適用できるのか？
橋梁の伸縮目地に適用。橋梁種別は問わないが特にＰＣ橋に対しては有効。

中部支社　営業部 052-682-2779

新野　広行

ショーボンド建設株式会社
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1

交通規制時間短縮

産業廃棄物量減

2021.5月

□1.工法　□2.機械　□3.材料　■4.製品　□5.その他

上記2.におなじ

問合せ先

ショーボンド建設株式会社

中部支社　技術部
052-682-2461

石井　修

052-682-2779

052-682-2461

shinno-h@sho-bond.co.jp

ishii-o@sho-bond.co.jp

舗装内設置型　鋼製伸縮装置 開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

九州地方整備局 -

新技術概要説明資料（１／５）

名称 ＡＩジョイント
収受受付年月日 令和3年11月29日

変更受付年月日

鋼製伸縮装置

3時間→2.5時間

登録番号

区分

ｼｮｰﾎﾞﾝﾄﾞﾏﾃﾘｱﾙ株式会社､
ｼｮｰﾎﾞﾝﾄﾞ建設株式会社

番号：
4

1-3-3.道路／道路維持修繕工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KT-110085-A
掲載期間終了技術

(AIJ-20､30）

活用の効果



ＡＩジョイント 登録No. 1746

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（1）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

■施工単価　　　　　　　　　　　　　【土木コスト情報 P178／土木施工単価 P152】
　　　▪AIｼﾞｮｲﾝﾄ　（AIJ-20、30）・・・軽量型・・・　103,000円/ｍ
　　　▪AIｼﾞｮｲﾝﾄ　（AIJ-40、50）・・・普通型・・・　108,000円/ｍ
　    　　※静岡県労務単価　（補修・2車線相当）

■現場品質管理方法
　　▪第3編　2-3-24　伸縮装置工
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■【新設】
①伸縮装置（ＡＩジョイント）設置、補強鉄筋溶接
②コンクリート打設（普通・早強）
③養生
　
■【補修】
①カッター工
②はつり及び既設伸縮装置撤去
③伸縮装置（ＡＩジョイント）設置
　コンクリート削孔、異形アンカー打設、補強鉄筋溶接
④コンクリート打設（超速硬）
⑤養生

■1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

■製品価格　　　　　　　　　　　【定価】　　　　【積算資料掲載（2021.10）】
　　▪AIジョイント（AIJ-20）　 66,700円/ｍ　　　　　60,000円/ｍ（89.9％）
　　▪AIジョイント（AIJ-30）　 85,900円/ｍ　　　　　77,300円/ｍ（89.9％）
　　▪AIジョイント（AIJ-40）　101,000円/ｍ　　　　　　-
　　▪AIジョイント（AIJ-50）　106,000円/ｍ　　　　　　-

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（AIJ-20、AIJ-30　　　　　　）
（工法カタログ、テクニカルデータシート）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
特になし。

（長　所）
■ジョイント高さが65ｍｍなので、以下のメリットが得られます。
▪損傷リスクの低減・・・既設床版内の鉄筋を傷つけることなく設置できます。
▪騒音対策・・・はつり時間および交通規制時間の短縮が図れます。
▪環境対策・・・はつり作業で生じる産業廃棄物が減少します。
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（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 番号 1
特許番号 特許第5779404号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

■特になし

■特になし

■約60年の設計供用期間
ＡＩジョイントは設計荷重200KN（100KN+衝撃荷重）にて500万回の静的疲労試験をクリア。大型車交通量7,000台の場
合、鋼道路橋の疲労設計指針（H14日本道路協会）より試算すると、約60年の設計供用期間です。

■テクニカルデータ添付　▪耐荷性についての性能照査（TKE201215）　▪止水性能試験（TKE201218）
▪変形追従性についての性能照査（TKE201216）　▪疲労耐久性についての性能照査（TKE201217）

■1.有り（番号:特許第5779404号）□2.出願中□3.出願予定　□
4:無し

■現場施工・製作にあたっては現地計測を行い、寸法の決定を行う。
■伸縮装置取替（補修）の場合は既設伸縮装置撤去の際に、床版や裏込めコンクリートの脆弱部
を確実に撤去する。

（適用できる条件）
■橋梁の伸縮量が下記の場合
　▪伸縮量　20ｍｍ以内　（AIJ-20）　▪伸縮量　40ｍｍ以内　（AIJ-40）
　▪伸縮量　30ｍｍ以内　（AIJ-30）　▪伸縮量　50ｍｍ以内　（AIJ-50）

■寒冷地（除雪車が作業する地域）では、誘導版付タイプ（Ｇタイプ）を適用する。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 ＡＩジョイント
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（適用できない条件）
■床版最大遊間が適用外の場合
　▪床版最大遊間　 86ｍｍ以上の場合(AIJ-20）　▪床版最大遊間126ｍｍ以上の場合（AIJ－40）
　▪床版最大遊間　106ｍｍ以上の場合(AIJ-30）　▪床版最大遊間146ｍｍ以上の場合（AIJ－50）
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実績件数 公共機関： 50 民間：

発　注　者 施工時期
愛知県
幸田町役場

2012.2～

2013.3

埼玉県
越谷県土整備事務所

2012.3～

2012.8

和歌山県
湯浅町役場

2012.2～

2013.3

茨城県
常総工事事務所 2012.2～

2013.3

茨城県
土浦土木事務所

2013.4～

2013.4

愛知県
尾張建設事務所

2013.3～

2013.5

茨城県
潮来土木事務所

2013.4～

2013.5

茨城県
つくば市役所

2013.5～

2013.6

神奈川県
山北町役場

2013.8～

2013.8

　他40件　【資料-3】

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 ＡＩジョイント

工　事　名

施
工
実
績

大高ｳｫｰﾙﾌﾟﾛﾃｸﾄの内伸縮装置

地方特定道路（維持）整備工事（弁
天橋）１３５

宮西橋補修工事

潮来大橋伸縮継手補修工事

新井橋伸縮継手補修工事

0

CORINS登録No.
橋梁修繕工事（内宮橋）

延長
　1146.3ｍ

坂下橋他伸縮継手補修工事

（関連会社施工分、製品販売分は
含まない。）

城山陸橋伸縮装置補修工事

北陸橋補修工事
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④　コンクリート打設（超速硬）工 ⑤　完成

②　はつり及び既設伸縮装置撤去工 ③　伸縮装置（ＡＩジョイント）設置工

イメージ図 ①　施工前

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 ＡＩジョイント

A-5


